
































する中で，自分なりの表現 想 ・構想し，イメージを広 つくりだすカ
をつくり出そうとするカ げていくカ
〈ものの見方 ・考え方〉
鋭敏な知覚に裏打ちされた豊かな感性により，形や色を捉え，造形活動を通じてイメー
ジを広げると共に， 自分にとっての意味や価値をつくりだすこと 。
5. 研究内容
(1) 豊かな発想力を支えるための感覚的な体験と学習ができる題材の開発
(2) 「他者」や「環境」との対話の中で表現の広がりと深まりを目指す授業づくり
(3) 造形表現によるコミュニケーション能力を高めるための授業づくり
6. 研究評価
かかわりあいの活動における子どもたちの反応や表情，つぶやきなども含めた「子ども
の言葉」の見取りを細かに行い，記録することで，どのような変容があったかを検証して
いく 。また，活動の結果生み出されたものや，図エカードを見たりなどして，子どもたち
の学びを断続的にみていきたい。
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